
ドイツの電⼒システム改⾰
と⽇本の電⼒⾃由化

ゲスト︓ふくもとまさお（ジャーナリスト・ドイツ在住）

グリーンピープルズパワー株式会社
東京都新宿区新宿2-4-2カーサ御苑903
https://www.greenpeople.co.jp

https://www.greenpeople.co.jp/


現在の2030年エネルギー⽬標

太陽光発は、すでに⽬標超え。
FIPと系統制約で抑えるつもり
が・・。

⾵⼒発電を低く据え置きたい政
府だが、2020年のFIT認定量で
ほぼ到達。これに洋上⾵⼒を追
加すれば上回る

⽇本の国内資源（森林間伐材）
では、こんなには発電できない。
輸⼊ペレットやパームオイルへ
の道が敷かれている。



１）原⼦⼒活⽤・・再エネだけで⼤半の電⼒供給は可能だが⼗分な投資が必要。原⼦⼒の推進派、その資源を奪
い、再エネもダメにする。今こそどちらに資源を投⼊するか決めるとき。
２）CCSやカーボンリサイクル・・⽯炭⽕⼒のコストを上昇させ、さらなる競争⼒低下。座礁資産を増やすだけ。
３）⽔素発電・・コストパリティ13円／Nm３は困難。インフラもゼロからの出発。EUで進む、Power to Xな
ら。
４）再エネの送電容量確保・・優先接続を復活すれば送電容量問題は存在しない。⽕⼒や原⼦⼒が空いてる時に使
うだけ。それでは原⼦⼒は使えないなら、使わないという選択肢とれば良い。電気は不⾜していない。
５）原⼦⼒への国⺠理解・・必要ない。やめれば良いわけで、無駄な資源をここに使わない。
６）焦点を絞らない総花的な政策は、政府予算の無駄遣い。何が効果的かを議論すべき。
７）産業・⺠⽣・運輸部⾨で脱炭素化が難しい・・基本的に製鉄とセメントでは︖
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電力広域的運営推進機関（OCCTO)

2015年6月

発電と小売の自由化

送配電の法的分離

2014年6月

2013年11月

2013年2月

2013年4月

規制料金の撤廃

電力・ガス取引監視等委員会

2015年9月、電力取引監視等委
員会として発足。
2016年4月からガスも対象に。

2015年11月「電力システム改革について」に基づき、GPPが追加作成。

ベースロード市場

容量市場

非化石価値取引市場

2020年7月から

2019年8月から

2017年度分から

需給調整
市場2021年度から

今ここ

有害で不要な市場。
廃⽌すべき。

より公正中⽴で、権限の
強い機関が必要

再エネにとって最重要な
仕組み

発販分離が必要。
規制料⾦も撤廃されてい
ない。
より公正中⽴で、権限の
強い委員会が必要

結局親会社の下で、旧⼀
電が所有。完全な所有権
分離が不可⽋。

2024年4月1日
容量市場運用始まる2021年4月1日



次回はZOOM忘年会です。

⽇時 12⽉15⽇（⽕）18時から
会場 ZOOM もしくは町⽥双⽅形（リアル会場）

双⽅形 https://www.facebook.com/sohokeicafe/

ZOOM会場は参加費無料（⾃前で飲⾷料を調達してください。）
リアル会場は、⾃前でお⽀払いをお願いします。

https://www.facebook.com/sohokeicafe/


みなさんの力で、GPPを
大きく育ててください！

写真は毎日新聞「ストーリー」より


